
生ごみ資源化の手法別効果 
 

平成 22 年度の県内ごみ組成分析調査では、家庭系ごみに占める生ごみの割合は、重量比で
３～５割であり、生ごみの減量が家庭系ごみの減量に大きな効果があると思われる。また、
同年に実施した「ごみゼロ社会」をめざす「県民アンケート」では、暮らしの工夫により家
庭で減らせるごみとして、回答者の 6 割以上が「食べ残し」や「賞味期限切れ食品」といっ
た「生ごみ」に関連するものを挙げている。 
そこで、生ごみを有効活用している事例について、手法別にとりまとめを行った。 

 
1.堆肥化（詳細は別表１，２のとおり） 
（1）各戸型 

家庭から生じた生ごみを各家庭の生ごみ処理機やコンポストを用いて堆肥化する手法。堆
肥化した生ごみは、各家庭の菜園や花壇等で利用する。下に示す自治体では、生ごみ処理機
やコンポストに関する機器導入において、市、村からの補助金が出されている。 
＜取組事例＞ 
・神奈川県横浜市 ・熊本県水上村 ・青森県八戸市 

 
（2）地域連携型 

家庭から生じた生ごみをある限られた地域内で堆肥化する手法。各家庭で 1 次処理する手
法、生ごみとして行政が回収し集中的に処理を実施する手法、NPO 法人が主体となり実施す
る手法等により、地域の住民の連携、地域住民と行政の連携で実施されている。 
＜取組事例＞ 
・山形県長井市レインボープランコンポストセンター ・栃木県野木町野木資源化センター 
・長野県佐久市堆肥製産センター ・東京都武蔵野市桜堤団地 
・桑名市 くるくる工房（堆肥舎） ・東員町 NPO 生ごみリサイクル思考の会 
・鳥羽市 リサイクルパーク（ひなたぼっこ） ・大台町 

 
（3）事業者自家処理型 

事業者や学校給食・給食センター等から生じた生ごみを収集し、堆肥化する手法。民間事
業者で堆肥化、契約農家で堆肥を使用する等、行政が関与しない、事業者と農家の連携で堆
肥化が実施されている。 
＜取組事例＞ 
・ローソン ・セブン＆アイ・ホールディングス ・東京都北区リサイクラー活動機構 

 
2.飼料化 

事業者や学校から生じた生ごみを用いて、油脂分調整、熱乾燥等を行い、家畜用の飼料とす
る手法。行政の管理する飼料化施設や養豚農家等で家畜用の飼料化が実施されている。 

＜取組事例＞ 
・北海道札幌市生ごみリサイクルセンター ・NPO 法人地域環境ネットワーク（新潟県） 

 
3.バイオガス化（メタン発酵） 

家庭・事業系の生ごみや家畜ふん尿等を酸素のない状態で嫌気性菌により嫌気性分解（発酵）
し、バイオガス（メタンガスや炭酸ガス）化する手法。得られたバイオガスは、行政の施設や
酪農家の施設で発電し、残渣として生ずる汚泥分の堆肥化が実施されている。 

＜取組事例＞ 
・株式会社町村農場（北海道江別市） ・京都府八木町バイオエコロジーセンター 
・社団法人 葛巻町畜産開発公社 くずまき高原牧場（岩手県葛巻町） 

 
4.焼却 

家庭・事業系の生ごみを焼却し、その際生じる熱を利用する手法。焼却して得られた熱を利
用して、廃熱ボイラーで熱回収し、温水プールや蒸気タービンにより発電が実施されている。 

＜取組事例＞ 
・神奈川県横浜市金沢工場  
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